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エマルション形接着剤
（ロンセメントエコ、ロンセメントエコスーパー、CP-7L、ロンセメント巾木用、ウォールボンド200 ）

保管・運搬上の注意点

施工上の注意点

選択上の注意点

お  願  い
❶	下地の湿気は接着力を低下させます。乾燥していることを確認してから
施工してください（高周波容量式水分計〈水分計HI-520、HI-520-2〉で
D.MODE.440未満を目安）。湿っている下地には施工できません。

❷	粉立ちはないか、表面強度は十分であるかをチェックします。粉立ちは接着
性に影響し、ぜい弱な下地は動荷重で破壊される恐れがあります。こうした
接着力を阻害する下地では剥がれ、浮き、反り等の事故を起こすことがあり
ますので使用しないでください。

お  願  い
❶	保管にあたっては、容器が密閉されて漏れのないことを確かめ、直射日光の
当たらない場所で、5〜35℃で保管してください。低温になる場所で保管し、
凍結させますと変質、分離を起こし、使用不能となる可能性があります。

❷	運搬にあたっては、容器に漏れがないことを確かめ、転倒、落下、破損が
ないように荷崩れ防止を確実に行ってください。

❸	一旦出した接着剤を缶に戻すことは避けてください。開缶後の接着剤は
残さずに使い切ることを原則としますが、保管する場合はフタをしっかりと
締めて密閉することを確認の後行ってください。フタや口金が変形して密閉
できない場合は保管できません。

❹	接着剤には使用期限があります。期限内にご使用ください。

お  願  い
❶	下地に水分が含まれていると接着力を低下させ、かつ水蒸気により局部的
な床仕上げ材の膨れを招きます。下地の水分は高周波容量式水分計〈水分
計HI-520、HI-520-2〉でD.MODE.440未満を目安とします。

❷	所定の接着力を発揮させるために、下地の強度、平滑度、不陸等を確認して
ください。レイタンス、突起物、油汚れ、塗料、ゴミ等をケレン除去し、下地
面をきれいに掃除してください。剥がれ、浮き等の原因となり、床シート、
床タイルの耐久性に影響を与えます。

❸	上澄み液が分離している場合があります。使用前によく攪拌してからご使用
ください。

❹	接着剤の塗布は、ロンシール指定のクシ目ゴテまたは塗布方法で均一に
塗布してください。一回の塗布面積は張り付け可能時間以内に床シート、
床タイルが張り終える面積としてください。

❺	所定のオープンタイムを取ってから床シート、床タイルを張り始め、張り
付け後はローラー等で十分に圧着してください。圧着が不十分な場合、
床シート、床タイルの剥がれ、浮き等を起こす可能性があります。

❻	接着剤が十分に硬化するまでは、水洗い、急激な温度変化、什器や重量物
の移動は避けてください。剥がれ、突き上げ、膨れ等を発生させる可能性が
あります。

❼	容器からこぼれないように作業を行ってください。こぼした場合は、速やか
に拭き取ってください。

❶	施工する床材に適合する接着剤を、サンプル帳、カタログ、技術資料
などに記載してある工法仕様に基づいて選定してください。

❶	使用の前に接着剤容器の表示事項、技術資料などをよくお読みくだ
さい。

❷	保護具着用
	 使用時は、規定のマスク・保護眼鏡・保護手袋を着用してください。
❸	使用中、誤って目に入った場合は、清浄な水で15分間以上洗眼し、
直ちに眼科医の診断を受けてください。

❹	子供注意
	 子供の手の届かない所に保管してください。
❺	中身を使い切ってから廃棄してください。
❻	投棄禁止
	 使用済み容器等を廃棄する場合には、許可を受けた産業廃棄物
処理業者に処分を委託してください。焼却すると臭気、有害ガスを
発生する場合がありますので焼却はしないでください。梱包ケース
等を焼却する場合は、都道府県条例に基づき焼却処分してください。

❼	取扱い後は、手洗い、うがい、洗面を十分に行ってください。
❽	接着用途以外には使用しないでください。

床材の種類や下地の種類、状態、施工場所の環境、施工方法によって使用する接着剤が異なります。

サンプル帳、カタログ、技術資料、施工マニュアル等に基づいて適用接着剤を選定してください。
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